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               審   査   の   要   旨 
 
 遺伝子組換え技術により、従来の交配育種では作出が難しかった画期的な新形質を持つ遺伝子組換え作物の
開発が可能となり、今後の人口増加や気候変動に伴う食糧・環境・エネルギー問題の解決策の一つとして期待
されている。一方、遺伝子組換え作物に導入した遺伝子が同種または近縁の野生種に伝播する遺伝子拡散は生
物多様性に悪影響を及ぼす懸念があり、遺伝子組換え作物の栽培に当たり遺伝子拡散の防止が必要になってい
る。著者は、イネの花器官である鱗皮の形態形成の異常や機能喪失により、開花を伴わずに受粉・受精する閉
花受粉性となった突然変異体を詳細に解析し、自然交雑を抑制しつつ収量性等の農業形質に悪影響を及ぼさな
い突然変異を探索した。その結果、spw1-cls1 変異による閉花受粉性は、温度感受性により利用できる地域に
制限はあるものの、実用的な突然変異であることを明らかにした。本研究は、植物の花器官の形態形成の遺伝
子制御に関する基礎研究に寄与すると同時に、イネの閉花受粉性品種の育成に道を拓くもので、応用面におい
ても有用かつ貴重な成果であり、今後の遺伝子組換えイネの開発および普及に貢献するものと判断する。 
 平成３１年１月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
